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科研費研究課題の成果  

ＰＥＴ・ＳＰＥＣＴにおける機能・放射能分布測

定を行う輪郭抽出・解析ツールの開発  

久保直樹＊  

 

 

＊ 北海道大学 
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[目的・意義 ]  核医学における断層撮像は病

態生理学的な情報を３次元的画像として捕ら

え，病態の把握や治療効果の判定等に多大な

貢献をしている．そして PET の FDG 検査は

腫瘍の検査において，その有用性は既に確立

されている．そのとき腫瘍に関心領域を取り

SUV（集積度を示す指標）の算出が行われる

こともある．しかし，どのように領域を抽出

するか（２次元画像１枚だけなのか，３次元

データとして考慮するのか）が肝要となる．

次に心電図同期心筋 SPECT においては放射

性医薬品の分布だけでなく心機能を同時に評

価することも広く行われている．これは心筋

SPECT（あるいは PET）から心筋部分の境界

を抽出することになる．そこで，  

①  PET における３次元関心領域抽出ソフト

ウェア  

②  心電図同期心筋 SPECT 用解析アルゴリズ

ムの違いによる心基部弁膜面の再現性  

③  心電図同期心筋 PET 用心筋厚自動測定ソ
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フトウェア  

以上の開発と検討を行った．  

[方法・結果 ] ソフトウェア開発には科学技

術 デ ー タ 用 高 機 能 配 列 指 向 言 語

IDL(Interactive Data Language)を使用した．

検討①においては，PET 画像にメディアンフ

ィルタを施すことで雑音を押さえ３次元空間

上で拡散（ dilatation）と閾値判定を繰り返

えし，高集積の中心から伝搬するように領域

を決定した．結果を図１に示す．ボクセルが

目立っているが，真の形に近い領域を抽出で

きた．また再現性も良好であった．検討②に

おいては，心基部弁膜面決定方法が異なる二

つのアルゴリズムについて比較した．ひとつ

は，心尖部を 0°とし弁膜面の中心を 180°

と規定して 135°から 180°までを弁膜面と

したアルゴリズムであり，もう一つは最高

SPECT 値の 25%を閾値として心基部に弁膜

面を設定するものであった．実験は北海道大

学で開発された心筋動態ファントム HD 型を
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使用した 1 )．結果を図２に示す．角度範囲

135°～  180°弁膜面設定法より，閾値 25%

弁膜面設定法のほうが再現性が高いことが立

証された 2 )．検討③においては，心筋 PET を  

2 値画像に変換し， 2 値画像の基本的処理の

ひとつである距離変換を３次元空間上で行っ

た．このことで処理後の画素値は辺縁までの

最短距離を示した．この距離から心筋厚を求

めた．結果を図３に示す． 真の値と測定値の

相関式は，傾きが 1 に近いものとなった．  

[まとめ（展望） ] ①PET からの３次元関心

領域抽出を実現した．②心基部弁膜面設定に

おける閾値法の再現性の高さを立証した．③

心電図同期 PET から心筋厚を算出するソフ

トウェアを開発した．これにより代謝のみで

はなく，心筋厚から左心室機能や心疾患の判

定の情報を与えることが可能となると考えら

れた．  
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球ファントムの３次元表示

球体が配置された胸郭ファントム
のPET画像(Transaxial image)

図１ ＰＥＴ画像から抽出した球ファントムの３次元表示．
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角度範囲135°～ 180°弁膜面設定法

１回目の撮像

閾値25%弁膜面設定法

１回目の撮像

２回目の撮像 ２回目の撮像

図２ 心筋動態ファントムによって確認された心筋輪郭トレース時における弁膜
面の再現性．
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図３ 開発されたPET用心筋厚自動測定プログラムの処理結果．


